
　
　
　
　
明
治
初
期
の
官
業
と
民
業
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
民
業
論
に
関
す
る
一
考
察
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
　
　
藤
　
　
　
　
正

　
明
治
初
期
の
我
が
国
は
近
代
資
本
主
義
的
経
済
諸
国
に
急
速
に
追
随
せ
ん
が
為
、
「
富
国
強
兵
Ｌ
、
「
殖
産
興
業
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
か
か
げ
、
近
代
的
産
業
の
移
人
、
育
成
を
図
っ
な
時
代
で
あ
る
。
こ
の
事
の
為
に
は
、
農
業
立
国
よ
り
商
業
立
国
へ
の
脱
皮
の
型

を
と
る
事
は
経
済
発
展
の
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
一
般
に
当
時
の
商
工
業
者
が
近
代
的
産
業
の
確
立
に
対
し
、
資
本
、
そ
の
他
経
済

的
知
識
に
欠
け
る
為
、
政
府
の
強
力
な
政
策
が
必
要
で
あ
っ
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
場
合
、
経
済
発
展
動
因
た
る
べ
き
基

礎
産
業
並
び
に
主
要
産
業
は
主
と
し
て
富
国
強
兵
目
標
達
成
の
為
の
官
営
方
針
を
と
り
、
そ
の
他
の
産
業
部
門
に
つ
い
て
は
民
間
に

模
範
を
示
す
為
の
官
営
と
並
ん
で
殖
産
興
業
の
目
標
達
成
の
為
の
民
業
勧
奨
政
策
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
般
的
に
は
官
業
に
よ
る
上
か
ら
の
産
業
育
成
、
経
済
発
展
方
式
が
強
く
打
出
さ
れ
て
い
た
事
は
異
論
は
な
い
が
、
か

か
る
官
業
的
ヴ
ェ
ー
ル
の
下
で
民
業
を
中
心
と
す
る
論
議
が
底
流
を
な
し
て
い
た
事
を
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
こ
の
問
題
は
特
に

官
業
払
下
げ
の
論
議
に
も
具
体
的
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
思
想
は
、
大
久
保
利
通
の
明
治
七
年
の
勧
業
建
白
書
を
根
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幹
と
す
る
一
連
の
民
業
保
護
勧
奨
の
思
想
の
中
に
み
ら
れ
、
本
稿
で
は
、
大
久
保
利
通
、
大
隈
重
信
、
松
方
正
義
、
河
瀬
秀
治
等
の

諸
見
解
を
通
じ
政
府
の
経
済
政
策
の
根
本
方
針
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
業
の
立
場
を
確
認
し
、
特
に
、
蚕
糸
業
に
於
け
る
富

岡
製
糸
所
が
、
製
糸
の
品
質
統
一
よ
り
機
械
技
術
に
問
題
が
移
動
す
る
に
従
い
、
模
範
工
場
の
功
罪
が
論
ぜ
ら
れ
る
に
至
り
、
払
下

問
題
が
明
治
初
期
の
蚕
糸
業
に
於
け
る
官
業
民
業
の
具
体
的
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
た
事
情
を
の
べ
、
後
段
で
は
こ
の
点
に
つ
き
、

払
下
げ
要
件
の
一
般
的
な
る
理
由
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
特
に
経
営
的
基
準
よ
り
模
範
の
功
罪
を
論
じ
た
意
見
が
強
か
っ
た
点

を
分
析
し
、
速
水
堅
曹
、
原
六
郎
等
の
論
を
中
心
に
払
下
の
特
殊
な
形
態
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
民
業
論
の
基
礎

　
維
新
の
経
済
政
策
ス
ロ
ｌ
ガ
ン
で
あ
る
「
殖
産
興
業
」
の
目
的
達
成
の
た
め
、
封
建
的
生
産
方
法
よ
り
資
本
制
生
産
方
法
へ
の
転

化
を
積
極
的
に
進
め
ん
と
し
、
企
業
の
助
成
を
行
う
事
は
、
緊
急
の
必
要
事
で
あ
る
。

　
こ
の
際
、
問
題
と
な
る
事
は
民
間
企
業
に
対
す
る
政
府
の
態
度
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
の
経
済
政
策
の
代
表
的
意
見
と
し
て
、
そ

の
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
松
方
正
義
、
大
久
保
利
通
の
方
針
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
松
方
の
「
国
家
富
強
ノ
根
本

ヲ
奨
励
シ
不
急
ノ
量
ヲ
省
ク
べ
キ
ノ
意
見
書
」
は
明
治
六
年
天
隈
参
議
ま
で
提
出
さ
れ
た
が
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
今

ヤ
海
外
諸
那
貿
易
交
通
ノ
道
盛
ニ
行
ハ
レ
機
エ
ノ
製
品
頻
リ
ニ
遁
輸
ス
ル
ニ
至
ル
是
レ
彼
レ
ヲ
シ
テ
饒
足
セ
シ
メ
我
ヲ
シ
テ
耗
斃
セ

シ
ム
ル
ノ
危
潤
ニ
臨
ム
ト
ハ
謂
フ
ヘ
シ
宣
シ
ク
彼
農
ト
工
商
ト
ヲ
勧
奨
シ
…
…
エ
ハ
其
機
巧
ヲ
極
メ
、
商
ハ
其
財
貨
ヲ
活
動
シ
各
其

義
務
ヲ
竭
サ
シ
ム
ル
ハ
今
日
ノ
奮
励
ス
ヘ
キ
急
務
ナ
リ
…
…
夫
レ
民
益
ハ
則
国
益
ナ
リ
深
ク
之
ヲ
思
慮
シ
厚
ク
之
ヲ
施
行
セ
ス
ン
ハ
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ア
ル
可
カ
ラ
ス
其
奨
励
ス
ル
方
法
ト
施
設
ス
ヘ
キ
事
業
ノ
如
キ
各
地
宣
キ
ヲ
異
ニ
ス
ル
カ
故
ニ
其
等
地
方
官
ト
評
議
シ
方
略
ヲ
定
メ

…
…
Ｌ
と
あ
り
、
こ
の
意
見
書
は
当
時
の
経
済
政
策
が
富
国
強
兵
の
目
標
達
成
の
た
め
、
重
商
主
義
思
想
に
基
ず
く
貿
易
均
衛
を
目

指
し
、
而
も
国
内
産
業
に
於
い
て
は
、
民
間
企
業
を
育
成
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
発
展
の
一
方
策
た
る
べ
き
商
工
立
国
の
大

綱
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
意
見
は
更
に
参
議
大
久
保
利
通
が
六
年
十
一
月
内
務
卿
と
な
る
や
、
直
ち
に
七
年
五
月
（
或
は
六
月
）
の
「
殖
産
興
業
に

　
　
　
　
　
開

関
す
る
建
議
書
」
に
は
っ
き
り
と
引
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
文
献
は
既
に
数
多
く
の
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
民
業
保
護

の
観
点
か
ら
み
る
と
次
の
如
き
内
容
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
…
…
大
凡
国
ノ
強
弱
ハ
人
民
ノ
貧
富
ニ
由
リ
人
民
ノ

貧
富
ハ
物
産
ノ
多
寡
ニ
係
ル
而
テ
物
産
ノ
多
寡
ハ
人
民
ノ
工
業
ヲ
勉
励
ス
ル
ト
否
サ
ル
ト
ニ
胚
胎
ス
ト
雖
モ
其
源
頭
ヲ
尋
ル
ニ
未
タ

曽
テ
政
府
政
官
ノ
誘
導
奨
励
ノ
力
ニ
依
ラ
サ
ル
ナ
シ
…
…
今
日
ノ
国
勢
ヲ
以
テ
七
年
前
ノ
国
勢
ニ
比
ス
レ
ハ
亦
タ
同
日
ノ
観
ニ
ア
ラ

ス
然
レ
ト
モ
実
際
ニ
就
キ
テ
深
ク
内
治
ノ
情
実
ヲ
思
惟
ス
ル
ニ
…
…
妄
リ
ニ
外
慕
虚
飾
ヲ
主
ト
ス
ル
者
多
ク
治
蹟
ノ
現
ル
ル
処
却
テ

表
皮
而
已
止
マ
リ
虚
治
ニ
シ
テ
実
効
少
キ
弊
二
渉
ル
憂
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ス
…
…
此
ノ
時
二
当
リ
テ
政
府
官
ノ
急
務
ト
ス
ヘ
キ
ハ
人
民

保
護
ノ
実
ヲ
求
ム
ル
ヲ
以
テ
至
要
至
切
ト
為
サ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
…
…
勧
業
殖
産
ノ
一
事
ニ
至
リ
テ
ハ
未
タ
余
り
其
効
験
ア
ル
ヲ
見
ス

シ
テ
民
産
国
用
日
二
減
縮
ス
ル
ニ
似
タ
リ
是
レ
蓋
シ
人
民
智
識
未
タ
開
ケ
サ
ル
ニ
依
り
時
勢
ノ
変
二
通
シ
テ
有
益
ノ
業
ヲ
営
ム
コ
能

ハ
サ
ル
ニ
出
レ
ト
モ
亦
政
府
政
官
ノ
茲
ニ
注
意
セ
ス
シ
テ
提
携
誘
導
ノ
力
足
ラ
サ
ル
ノ
致
ス
処
ナ
リ
…
…
ョ
ロ
シ
ク
国
ノ
風
土
習
俗

二
応
シ
民
ノ
性
惰
智
識
二
従
ツ
テ
其
方
法
ヲ
判
定
シ
之
ヲ
以
テ
今
日
行
政
上
ノ
根
軸
ト
為
シ
其
既
二
開
成
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
保
護
シ

未
タ
就
緒
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
誘
導
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
…
…
」
　
「
：
：
：
我
国
人
ノ
気
性
薄
弱
ナ
ル
ノ
ミ
其
薄
弱
ナ
ル
者
ル
誘
導
督

促
シ
テ
工
業
ニ
勉
励
忍
耐
セ
シ
ム
ル
ハ
廟
堂
執
政
ノ
担
任
ス
ヘ
キ
義
務
ナ
リ
…
…
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
建
議
書
は
英
国
発
展
の
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例
証
を
ひ
き
、
人
民
の
経
済
保
護
へ
の
政
府
の
義
務
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
大
久
保
内
務
卿
は
更
に
明
治
八
年
「
勧
業
寮
定
額
見
込

㈲書
」
に
て
具
体
的
に
前
記
建
議
書
の
主
旨
を
徹
底
せ
ん
と
し
、
勧
業
寮
の
行
政
機
構
を
明
ら
か
に
し
、
「
凡
勧
業
ノ
目
的
ハ
専
ラ
物

産
ヲ
繁
殖
シ
貿
易
ヲ
起
シ
テ
益
々
大
ナ
ラ
シ
メ
ン
為
ノ
勧
奨
ノ
法
ヲ
設
ケ
其
部
門
ヲ
分
テ
農
工
商
ノ
三
部
ト
シ
…
…
各
課
各
試
験
ノ

業
ヲ
起
シ
習
字
場
ヲ
附
属
シ
一
般
ヲ
シ
テ
各
業
其
原
理
ニ
基
キ
習
熟
セ
シ
メ
永
遠
進
歩
ノ
大
成
ヲ
期
シ
一
切
変
換
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ

事
務
ト
シ
之
ニ
関
ス
ル
費
用
及
官
員
月
給
等
ノ
類
ヲ
定
額
費
ト
ス
又
用
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
総
テ
目
下
ノ
形
成
ニ
応
シ
或
ハ
民
智
ノ
足
ラ

サ
ル
ヲ
助
ケ
民
カ
ノ
及
ハ
サ
ル
ヲ
補
ヒ
亦
ハ
貿
易
上
輸
出
ヲ
盛
ニ
シ
輸
人
ヲ
防
禦
ス
ル
為
メ
之
レ
カ
規
則
ヲ
定
メ
」
大
蔵
省
租
税
寮

の
一
部
で
あ
っ
た
勧
業
課
を
内
務
省
に
移
し
て
勧
業
寮
と
し
、
寮
中
に
農
務
、
工
務
、
商
務
及
び
編
纂
の
四
課
を
お
き
、
従
来
勧
農

課
に
属
し
て
い
た
富
岡
、
堺
の
二
製
糸
場
及
び
内
藤
新
宿
の
試
験
場
を
所
管
し
た
。
更
に
河
瀬
秀
治
を
勧
業
権
頭
に
、
租
税
頭
松
方

正
義
を
勧
業
頭
に
兼
任
さ
せ
て
産
業
奨
励
及
び
実
業
教
育
の
施
設
に
当
ら
し
め
、
国
富
の
増
進
と
民
力
の
培
養
に
力
を
費
し
た
の
で

あ
る
。

　
大
久
保
卿
の
民
業
保
護
論
は
更
に
明
治
九
年
、
千
住
製
絨
所
創
設
計
画
と
り
な
具
体
化
せ
ん
と
し
て
い
た
が
、
四
月
の
「
国
本
培

養
ニ
関
ス
ル
建
議
あ
」
に
お
い
て
「
…
…
夙
夜
奮
励
小
康
ニ
安
セ
ス
勉
メ
テ
カ
ヲ
根
本
ニ
尽
シ
国
ノ
精
神
ヲ
旺
盛
ニ
シ
政
ノ
基
礎
ヲ

堅
固
ニ
…
…
Ｌ
す
る
為
、
「
民
業
ヲ
勧
励
シ
物
産
ヲ
開
殖
ス
ル
ニ
ア
リ
」
と
し
、
民
業
勧
奨
に
関
す
る
意
見
書
を
太
政
大
臣
宛
に
提

出
し
、
採
用
さ
れ
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
書
は
、
「
維
新
以
来
の
積
衰
の
後
を
承
け
改
革
の
時
に
際
し
民
智
未
だ
開

け
す
民
業
未
だ
進
ま
す
…
…
国
勢
の
傾
倚
を
形
状
す
る
者
に
し
て
こ
れ
を
斡
旋
挽
回
し
救
済
の
方
法
を
施
さ
ん
と
す
る
か
宣
し
く
民

業
を
開
誘
し
…
…
而
し
て
内
務
の
責
任
た
る
民
業
物
産
勧
殖
の
事
に
任
す
…
…
’
｝
と
し
て
民
業
育
政
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
千
住
製
絨
所
創
設
計
画
は
、
大
久
保
の
民
業
保
護
の
主
旨
に
反
す
る
官
行
で
十
一
年
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
久
保
の
本
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心
は
こ
の
点
に
関
す
る
太
政
官
へ
具
鰍
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
民
業
保
護
論
の
立
場
を
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
。
す
な

わ
ち
、
　
「
：
：
：
八
年
七
月
中
米
国
人
某
頻
に
毛
織
物
製
造
所
建
設
の
儀
を
請
願
せ
り
然
る
に
右
事
業
…
…
本
邦
に
お
い
て
開
説
の
見

込
有
之
旨
を
以
て
断
然
拒
絶
し
置
き
た
れ
共
…
…
現
今
海
陸
軍
及
び
警
視
庁
所
用
の
毛
布
代
価
官
費
に
係
る
も
の
の
み
と
雖
も
一
ヶ

年
五
拾
五
万
七
千
円
余
に
し
て
其
他
官
民
」
般
の
費
に
係
る
も
の
枚
挙
す
へ
か
ら
す
…
…
一
万
来
是
等
の
事
業
を
経
営
す
る
は
人
民
の

職
に
し
て
敢
て
官
行
を
主
旨
と
致
候
儀
に
は
無
之
候
へ
共
、
今
日
の
人
民
何
そ
能
く
巨
万
の
費
額
を
要
し
、
精
且
つ
大
な
る
の
事
業

を
挙
行
す
る
を
得
ん
…
…
官
先
す
之
を
創
設
し
て
衆
の
耳
目
を
開
き
…
…
他
日
有
志
の
営
業
に
付
す
る
も
亦
其
捷
路
に
便
を
取
る
…

…
」
と
し
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
佐
々
木
長
淳
の
「
新
町
屑
糸
紡
績
所
ノ
創
既
」
に
関
す
る
談
話
の
中
で
大
久
保
内
務
卿
の
民
業
保
護
の
立
場
が
更
に
明
瞭
と
さ
れ

る
。
即
ち
「
内
務
卿
日
ハ
ル
ル
ニ
今
回
此
工
場
ハ
政
府
之
ヲ
経
営
ス
ル
モ
後
日
必
ス
民
間
へ
払
下
ク
ル
ノ
日
至
ル
ヘ
シ
故
二
工
場
器

械
等
費
用
ヲ
惜
マ
ス
成
ル
ヘ
ク
堅
牢
精
製
ヲ
主
ト
シ
事
務
所
ノ
如
キ
ハ
質
素
ニ
設
計
ス
ヘ
シ
他
日
民
業
ニ
移
ス
モ
益
々
拡
張
ス
ル
ニ

支
障
ナ
カ
ラ
シ
メ
ョ
Ｌ
と
し
て
い
る
。

　
大
久
保
の
民
業
保
護
の
事
蹟
は
更
に
九
年
「
奥
羽
各
県
勧
業
資
金
裁
定
申
請
鸚
」
及
び
十
一
年
「
三
条
公
へ
の
伺
走
昂
に
も
み
ら

れ
、
前
書
に
お
い
て
は
、
「
方
今
ノ
急
務
ト
ス
ル
処
人
民
ノ
営
業
ヲ
勧
奨
シ
各
自
孜
々
黽
勉
物
産
富
殖
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
ハ
不
竢

論
…
…
Ｌ
と
し
て
、
地
方
を
振
起
せ
し
む
る
に
は
民
力
の
み
に
て
能
く
処
し
得
ざ
る
た
め
、
官
力
を
副
え
て
勧
励
す
る
事
を
力
設

し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
殖
産
を
奨
励
し
授
産
方
法
を
確
立
す
る
事
が
国
家
の
焦
眉
の
急
務
で
あ
る
事
を
主
張
し
、
士
族
授
産
に
よ

る
経
済
安
定
政
策
目
標
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
：
：
：
今
ヤ
海
内
静
定
ニ
帰
シ
士
族
ハ
故
套
ヲ
稍
ク
脱
シ
新
好

位
置
ヲ
占
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
シ
民
庶
ハ
浮
華
ヲ
已
ニ
厭
ヒ
着
実
事
業
二
服
セ
ン
コ
ト
ヲ
願
フ
禍
福
其
ノ
地
ヲ
転
換
セ
シ
ム
今
ヲ
即
チ
時
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機
ト
セ
ン
カ
請
フ
能
ク
此
機
ヲ
愆
ラ
ス
授
産
ノ
方
ヲ
設
ケ
士
族
ヲ
誘
ヒ
開
産
ノ
法
厚
ク
シ
…
…
其
経
費
ノ
概
算
六
百
万
円
…
…
」
と

し
、
政
府
は
大
久
保
の
建
議
を
容
れ
起
業
公
債
を
発
行
し
募
集
し
た
資
金
を
以
て
各
種
の
事
業
に
投
資
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
が

国
に
於
て
公
債
を
発
行
し
国
民
一
般
よ
り
資
金
を
募
集
し
た
の
は
実
に
之
が
嚆
矢
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
大
久
保
卿
の
勧
業
事
業
を
助
け
て
い
た
河
瀬
秀
治
は
、
「
勧
業
論
」
を
発
表
し
、
特
に
民
業
育
成
を
強
調
し
た
。
そ
の
所
論
に
よ

れ
ば
、
明
治
政
府
十
年
間
の
開
進
の
業
を
勧
め
る
に
多
大
の
功
績
を
認
め
て
い
る
が
、
「
政
府
ノ
民
業
ニ
於
ケ
ル
モ
亦
一
朝
ニ
之
ヲ

謝
絶
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
原
因
己
ニ
明
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
無
用
ノ
理
論
ニ
均
シ
或
ハ
目
前
ノ
耗
費
ヲ
厭
ヒ
着
手
ノ
方
法
一
行
一
止
変
換

常
無
ク
一
章
茲
ニ
専
ラ
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
政
府
手
内
ニ
在
ル
事
ノ
如
ク
鋭
進
ス
ル
能
ハ
ス
且
民
業
ニ
属
ス
ル
コ
ト
ハ
坐
上
ノ
一
談
ニ

決
シ
机
上
ノ
一
筆
ニ
定
ム
ヘ
キ
者
ト
難
易
遅
速
日
ヲ
同
シ
テ
語
ル
可
カ
ラ
ス
」
と
し
、
か
く
す
れ
ば
政
府
の
み
進
み
民
業
は
益
々
衰

え
る
に
至
り
、
独
立
の
気
力
を
発
揮
し
て
自
由
の
精
神
を
生
育
す
べ
き
基
本
た
る
資
力
も
減
絶
す
る
に
至
る
為
、
当
分
民
業
勧
奨
の

為
十
分
民
業
に
干
渉
し
て
急
速
に
干
渉
を
解
き
保
護
主
義
に
適
当
な
る
人
民
を
養
成
す
る
以
外
に
途
な
き
を
の
べ
て
い
る
。
更
に
勧

業
の
損
失
に
つ
い
て
、
富
岡
製
糸
所
の
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
が
、
「
当
時
政
府
ノ
吏
員
多
ク
ハ
士
族
社
会
ノ
武
夫
ニ
非
サ

レ
バ
則
理
論
性
質
ノ
学
者
タ
ル
ヲ
以
テ
固
ョ
リ
実
験
ニ
乏
シ
ク
之
カ
為
メ
ニ
住
々
失
誤
ヲ
生
セ
ン
コ
ト
ア
リ
又
官
設
ノ
業
ヲ
全
ク
民

業
ト
同
視
シ
官
民
利
ヲ
争
７
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
者
亦
無
シ
ト
云
フ
可
カ
ラ
ス
凡
勧
業
ノ
業
ニ
従
フ
モ
ノ
宣
シ
ク
深
ク
注
意
ス
ヘ
シ
Ｌ
と

て
、
勧
業
の
目
的
は
金
庫
を
富
ま
す
こ
と
が
第
一
義
で
な
く
、
民
業
上
の
収
益
を
図
る
こ
と
に
目
標
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
、
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

内
部
で
官
業
が
つ
ね
に
民
業
発
展
の
補
助
的
な
る
事
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
大
久
保
卿
は
十
一
年
、
刺
客
の
手
に
斃
れ
た
が
、
そ
の
意
志
は
十
三
年
十
一
月
「
工
場
払
下
規
則
」
の
発
布
と
な
り
、
こ
の
規
則

を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
「
大
隈
重
信
建
議
書
一
に
お
け
る
経
済
政
策
変
更
と
し
て
勧
誘
の
為
に
設
置
し
た
エ
場
払
下
の
議
（
十
三
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年
五
月
）
に
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
こ
の
払
下
原
因
の
本
質
は
国
庫
負
担
軽
減
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
大
隈

の
建
議
書
は
、
官
業
と
民
業
の
存
在
領
域
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
特
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
建
議
書
に
よ
れ
ば
、
官
営

の
理
由
を
三
つ
あ
げ
、
第
一
は
国
家
統
治
上
必
要
な
機
具
の
製
作
の
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
、
事
業
の
性
質
上
人
民
の
官
業
に
放

任
す
べ
き
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
民
業
に
放
任
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
が
、
起
業
の
為
資
財
と
高
尚
な
学
識
を
要
し
、
而

も
事
業
の
秘
密
を
要
す
る
為
政
府
が
民
業
を
認
め
ぬ
も
の
、
第
三
は
純
然
た
る
工
場
で
は
な
い
が
、
人
民
の
営
業
に
放
任
し
て
も
良

い
が
改
進
の
政
策
に
於
て
其
の
開
設
拡
張
の
急
務
な
る
為
、
政
府
が
先
づ
先
進
起
興
し
、
人
民
を
し
て
そ
の
公
私
に
便
益
す
る
事
を

知
ら
せ
る
為
に
設
置
し
、
工
場
勧
誘
の
た
め
に
そ
の
模
範
を
示
す
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
第
三
の
官
業
は
次
第
に
起
業
目
的
を
達
し

て
来
た
こ
と
よ
り
払
下
げ
を
建
議
し
た
の
で
て
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
…
…
事
業
ニ
依
リ
テ
ハ
政
府
自
ラ
経
営
シ
テ
利
益

ナ
キ
モ
人
民
ヲ
シ
テ
営
業
セ
シ
メ
ハ
其
利
益
ヲ
収
ム
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
故
ニ
若
シ
利
益
ア
ル
ニ
政
府
仍
ホ
営
業
ヲ
継
続
シ
テ
止
マ
サ
ル

ト
キ
ハ
識
ラ
ス
知
ラ
ス
専
業
ノ
状
勢
ヲ
来
シ
勧
誘
ノ
本
旨
ニ
乖
ク
若
シ
利
益
ナ
キ
モ
仍
示
継
続
シ
テ
止
マ
サ
レ
ハ
倍
々
国
営
ノ
損
失

ヲ
蒿
ム
寧
ロ
元
資
ノ
幾
分
ヲ
棄
損
シ
テ
速
カ
ニ
人
民
ニ
売
渡
シ
テ
煩
冗
ヲ
除
ク
ヘ
キ
ナ
リ
Ｌ
と
し
更
に
「
国
債
償
還
ノ
資
ヲ
増
加
ス

ル
ノ
急
且
要
ナ
ル
苟
モ
才
出
ヲ
節
減
ス
ル
ノ
方
ア
ラ
ハ
之
レ
カ
挙
行
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
Ｌ
と
し
た
。
こ
の
建
議
は
十
一
月

五
日
の
工
場
払
下
概
則
と
な
り
、
民
業
の
直
接
官
営
方
針
よ
り
間
接
保
護
の
方
針
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
こ
の
間
接
保
護
の
方
針
に
つ
き
、
「
農
商
務
卿
第
一
回
ｌ
第
二
回
報
告
Ｌ
に
て
諸
工
場
の
維
持
及
払
下
の
区
別
に
つ
き
み
る
に
、

千
住
製
絨
所
は
十
三
年
十
一
月
の
布
告
に
基
き
払
下
を
広
告
し
た
後
十
四
年
一
月
三
十
日
迄
に
願
出
数
名
あ
る
た
め
之
を
上
請
、
二

十
八
万
余
円
を
以
を
以
て
之
を
大
倉
喜
八
郎
に
二
十
八
年
賦
を
以
て
買
付
す
べ
き
裁
下
を
得
た
が
、
営
業
需
要
品
承
買
方
に
関
し
て

議
論
纏
ら
ず
、
従
っ
て
更
に
制
可
の
廃
停
及
び
従
前
の
如
く
管
理
す
べ
き
を
稟
伸
し
再
び
裁
下
を
得
て
そ
の
営
業
に
従
事
せ
し
め
た
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の
で
あ
る
。
富
岡
製
糸
場
は
払
下
を
広
告
す
る
も
願
出
な
き
た
め
、
同
場
教
師
速
水
堅
曹
に
貸
付
せ
ん
事
を
上
請
し
、
之
は
満
五
ヵ

年
間
貸
付
し
て
損
益
を
負
担
せ
し
め
そ
の
後
民
業
に
移
す
地
前
と
せ
ん
と
上
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
許
可
さ
れ
ず
、
旧
に
依
っ
て
政

府
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
町
屑
糸
紡
績
所
は
払
下
を
広
告
、
応
募
者
数
名
あ
る
も
払
下
代
価
不
相
当
な
る
故
更

に
調
査
し
て
上
請
せ
ん
と
し
た
。
愛
知
紡
績
所
は
紡
績
事
業
が
わ
が
国
未
曽
有
の
事
業
で
あ
り
其
職
工
乏
し
く
、
同
業
者
相
競
い
常

に
職
工
を
誘
致
し
弊
害
生
ず
る
為
、
二
三
年
間
官
に
て
維
持
し
職
工
を
養
成
、
其
の
模
範
規
画
の
整
っ
た
後
民
業
と
す
る
方
策
を
上

請
す
る
も
聞
届
け
ら
れ
ず
、
そ
の
間
上
記
弊
害
あ
る
為
再
申
請
し
た
る
所
十
四
年
十
二
月
再
び
却
下
さ
れ
て
い
る
。
広
島
紡
績
所

に
つ
い
て
は
、
士
族
授
産
の
為
広
島
県
へ
引
渡
す
議
を
決
定
し
て
い
る
。

　
か
く
の
如
く
、
農
商
務
省
は
民
業
勧
奨
の
た
め
、
官
業
払
下
の
政
策
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
払
下
原
因
が
政
府
の
財
政

的
理
由
な
り
と
し
、
特
権
的
政
商
の
育
政
の
た
め
と
い
い
、
更
に
は
自
由
民
権
思
想
の
発
達
に
依
る
が
如
く
、
種
々
の
解
釈
に
求
め

ん
と
す
る
が
、
払
下
政
策
は
か
か
る
諸
理
由
が
二
者
択
一
的
な
る
も
の
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
払
下
の
期
日
が

長
期
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
如
何
に
解
釈
す
る
の
か
問
題
に
至
る
と
き
、
確
率
的
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
想
到

し
、
か
く
て
、
本
章
の
如
き
民
業
励
奨
の
分
析
も
存
在
領
域
を
保
ち
う
る
こ
と
と
思
う
。
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第
二
章
　
富
岡
製
糸
所
払
下

　
明
治
初
期
の
蚕
糸
業
は
、
生
糸
が
輸
出
額
の
大
宗
で
あ
り
、
養
蚕
は
古
来
の
国
民
的
産
業
で
あ
っ
た
た
め
、
政
府
は
貿
易
均
衡

上
、
品
種
改
良
よ
り
製
糸
技
術
改
良
に
至
る
諸
問
題
に
つ
い
て
特
に
勧
奨
保
護
政
策
を
加
え
、
行
政
指
導
に
つ
い
て
も
多
彩
な
部
面

を
も
っ
て
い
る
。
蚕
糸
業
は
民
業
を
も
と
と
し
た
座
繰
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
中
に
新
ら
し
い
機
械
製
糸
技
術
の
輸
入
に
よ
る
交

錯
の
た
め
、
特
に
富
岡
製
糸
所
の
官
営
に
つ
き
種
々
の
問
題
を
生
じ
た
の
で
あ
り
、
二
十
六
年
三
井
へ
払
下
げ
に
至
る
迄
の
官
業
主

義
と
民
業
主
義
の
論
争
は
資
本
主
義
経
済
生
成
上
の
重
要
な
視
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
章
で
問
題
と
す
る
点
は
、
富
岡
製
糸

所
払
下
の
理
由
を
追
跡
し
、
些
か
で
も
官
業
払
下
の
原
因
解
明
に
役
立
た
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
富
岡
の
場
合

は
、
特
に
営
業
的
標
準
よ
り
官
民
賛
否
の
原
因
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
官
よ
り
民
へ
の
移
行
が
果
し
て
積
極
的
に
プ

ラ
ス
に
な
る
理
由
が
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
故
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
原
　
六
郎
の
払
下
計
画
と
速
水
堅
曽
の
事
蹟
を
通
じ
て
こ
の

問
題
を
解
釈
し
て
み
る
事
と
す
る
。

　
　
　
　
　
第
一
節
富
岡
製
糸
所

　
富
岡
製
糸
所
は
政
府
に
よ
り
明
治
三
年
二
月
企
画
さ
れ
五
年
十
月
操
業
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
既
に
民
間
に
て
器
械
製

糸
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と
し
て
前
橋
製
糸
所
、
小
野
組
製
糸
所
な
ど
が
操
業
し
て
い
た
が
、
敢
て
巨
額
の
費
用
を
投
じ
て
官
業
に

て
開
設
し
た
所
以
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
民
間
へ
の
技
術
模
範
の
使
命
に
依
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

の
点
に
つ
き
井
上
候
の
明
治
五
年
六
月
の
起
草
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
…
…
此
製
糸
場
ハ
カ
ク
迄
こ
賛
ヲ
カ
ケ
盛
ニ
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開
カ
セ
ラ
レ
候
ノ
趣
旨
ハ
…
…
御
国
生
糸
ノ
品
万
国
ニ
勝
レ
永
遠
ノ
御
国
益
ト
相
成
全
国
ノ
民
ヲ
シ
テ
皆
富
饒
ノ
利
ニ
潤
ハ
セ
ン
カ

為
ニ
テ
只
上
ヨ
リ
御
世
話
被
成
候
儀
ニ
テ
決
シ
テ
下
民
ノ
利
ヲ
上
ョ
リ
奪
候
様
ノ
訳
ニ
無
之
御
場
所
悉
皆
成
就
製
糸
ノ
術
習
熟
ニ
至

候
ハ
ハ
民
間
望
ノ
者
へ
御
払
下
ケ
モ
被
仰
付
度
趣
旨
ニ
候
間
郡
村
製
糸
ノ
者
ハ
不
及
申
四
方
ノ
人
民
厚
ク
御
趣
意
ヲ
弁
へ
製
糸
ノ
術

ト
伝
習
ニ
心
ヲ
入
レ
請
好
ノ
品
多
分
出
来
候
様
有
之
度
候
也
」
と
し
、
技
術
模
範
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
渋
沢
子
爵

生
糸
経
済
談
に
も
、
「
…
…
模
範
的
に
工
場
を
経
営
さ
せ
、
こ
う
す
れ
ば
、
こ
う
云
う
生
糸
が
出
来
る
と
云
う
事
を
示
し
て
や
っ
た

の
で
、
あ
れ
を
以
て
営
利
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
富
岡
製
糸
所
と
い
う
こ
と
に
就
て
、
利
害
得

失
を
論
じ
た
な
ら
ば
む
し
ろ
損
が
い
だ
。
あ
れ
だ
け
の
も
の
を
若
し
私
人
と
し
て
経
営
し
た
な
ら
ば
、
余
程
の
失
敗
に
終
り
：
：
：
但

し
一
般
に
向
っ
て
模
範
的
の
仕
事
を
し
た
と
云
う
方
か
ら
云
え
ば
、
己
は
損
を
し
て
一
般
は
利
を
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

叫す
」
と
あ
る
。
従
っ
て
富
岡
払
下
論
が
模
範
の
役
割
を
果
さ
な
い
裡
に
別
の
理
由
か
ら
問
題
と
な
っ
た
所
に
富
岡
払
下
問
題
の
本
質

が
存
す
る
の
で
あ
る
。
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富岡製糸所財産見積代価

　
　
ハ
政
府
ニ
利
益
無
シ
ト
然
レ
ド
モ
熟
考
ス
ル
ニ
其
損
失
ハ
国
人
ノ
製
法
ヲ
錬
熟
ス
ル
ニ
随
ツ
テ
漸
ヲ
遂
テ
多
ク
上
品
ノ
生
糸
ヲ
輸
出
シ
竟

　
　
ニ
ハ
償
フ
ニ
足
ル
ト
知
覚
セ
リ
φ
Ｉ
・
●
Ｉ
Ｉ

＠
　
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
十
巻
六
六
三
ー
六
六
五
頁
に
み
ら
れ
る
富
岡
製
糸
所
の
財
産
見
積
代
価
並
び
に
営
業
収
支
損
益
調
べ
会
社
組
織
の

　
　
大
意
に
つ
い
て
次
の
如
き
資
料
が
み
ら
れ
富
岡
の
規
模
が
窺
わ
れ
る
。
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第
二
節
　
払
　
下
　
問
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
�

一
、
原
　
六
郎
の
場
合

原
が
富
岡
製
糸
所
の
払
下
計
画
を
企
て
た
の
は
、
官
業
よ
り
も
民
業
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
積
極
的
な
理
由
よ
り
も
、
海
外
留
学
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中
に
か
ね
て
計
画
し
て
い
た
生
糸
直
輸
の
振
興
に
よ
る
商
権
奪
回
の
実
行
手
段
と
し
て
民
間
企
業
家
の
手
に
依
っ
て
生
糸
生
産
を
試

み
ん
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
「
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
」
に
依
り
そ
の
間
の
事
情
を
詳
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
九
年
九
月
、
井
上
　
馨
は
政
府
の
指
令
を
う
け
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
、
在
英
中
の
原
、
横
山
、
沖
、
中
上

川
等
と
共
に
研
究
会
を
設
け
論
争
中
、
原
の
計
画
せ
る
生
糸
直
輸
出
の
振
興
奪
回
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
井
上
を
顧
問
と
し
、

原
、
横
山
が
中
心
と
な
り
貿
易
商
社
の
相
談
が
纒
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
良
質
安
価
な
る
日
本
生
糸
の
大
量
生
産
設
備
を

持
た
ね
ば
な
ら
ず
、
原
は
政
府
の
近
代
的
模
範
工
場
と
し
て
の
富
岡
製
糸
所
の
払
下
を
う
け
、
欧
州
最
新
の
設
備
を
参
考
に
改
組

し
、
そ
の
生
産
物
を
輸
出
す
る
貿
易
商
社
を
作
り
、
倫
敦
に
支
店
を
設
け
、
外
国
商
人
と
の
間
に
直
取
引
を
開
か
ん
と
の
案
を
た

て
、
同
志
の
承
諾
を
得
た
の
で
あ
る
。
之
は
原
の
企
業
家
精
神
が
民
業
移
行
の
一
つ
の
潜
在
的
力
で
あ
っ
た
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。

原
の
こ
の
考
え
方
は
明
治
九
年
夏
に
ラ
ン
カ
シ
ア
の
機
業
地
を
訪
ね
、
同
地
方
の
模
範
工
業
を
視
察
し
、
或
は
同
年
秋
か
ら
十
年
初

め
に
か
け
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
同
国
の
絹
織
物
の
生
産
状
況
を
視
察
す
る
事
に
よ
り
裏
付
さ
れ
、
そ
の
間
本
国
に
て
富
岡
払
下
の
了
解

は
蜂
須
賀
公
使
、
井
上
を
通
じ
本
国
政
府
の
要
路
に
あ
る
岩
倉
右
大
臣
の
了
解
を
求
め
る
手
筈
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
年
六
月
、
急
遽
帰
朝
し
た
在
京
関
係
者
と
の
間
に
相
談
が
ま
と
ま
り
大
蔵
省
本
局
橋
本
正
人
の
紹
介
状
を
特
っ
て
出
野
楽
氏
を

同
伴
上
州
へ
向
い
、
九
月
製
糸
場
出
頭
、
工
場
の
景
況
収
支
計
算
の
調
査
を
行
い
、
「
製
糸
営
業
概
見
Ｌ
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
概
見
」
は
右
に
述
べ
た
如
く
官
業
払
下
の
積
極
的
な
理
由
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
「
…
…
今
や

其
試
業
五
年
に
し
て
初
め
て
其
方
を
全
う
し
現
に
昨
年
の
計
算
の
如
き
純
益
拾
余
万
を
出
し
偉
功
を
奏
す
る
に
至
る
…
…
然
り
と
雖

も
斯
業
を
し
て
永
年
官
付
の
手
に
存
す
る
は
亦
以
て
妥
当
た
ら
ざ
る
に
似
た
り
故
に
今
人
中
結
社
戮
力
し
て
此
場
を
官
よ
り
買
収
し

拮
据
経
営
更
に
事
務
の
拡
張
を
う
る
に
至
ら
ば
…
…
」
と
て
官
営
の
不
可
な
る
所
以
を
あ
ぐ
る
わ
け
で
な
く
、
更
に
積
極
的
に
自
己

一一44－･一一-



の
企
業
方
針
を
、
買
繭
方
、
傭
便
工
女
方
、
幹
事
方
に
つ
き
の
べ
た
る
後
、
繭
糸
売
買
得
益
概
算
に
よ
り
、
・
今
官
府
よ
り
此
工
場

を
引
受
け
製
糸
を
精
良
に
致
ら
し
め
且
此
工
場
を
永
続
せ
し
め
ん
に
は
上
納
金
多
夥
な
れ
は
恐
ら
く
此
目
的
を
達
し
不
能
に
依
て
将

来
の
進
歩
を
見
込
み
該
工
場
譲
り
う
け
金
額
を
十
二
万
と
定
め
二
万
円
を
上
納
し
残
金
十
万
円
を
明
十
一
年
よ
り
二
十
カ
年
賦
に
上

納
す
る
か
或
は
総
て
の
代
金
額
を
金
十
四
万
と
定
め
一
万
円
を
本
年
上
納
し
余
す
五
カ
年
間
営
業
純
益
の
半
額
を
上
納
し
か
く
て
総

代
金
額
の
残
金
十
三
万
円
よ
り
差
引
き
尚
残
る
所
の
若
干
金
額
を
十
五
年
賦
に
上
納
す
る
も
の
と
せ
ば
或
は
営
業
蹉
跌
な
き
に
至
ら

ん
Ｌ
と
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
横
山
が
井
上
の
腹
案
を
も
っ
て
十
年
十
月
帰
朝
す
る
や
「
富
岡
製
糸
会
社
Ｌ
の
設
立
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
計
画
は
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
藩
閥
抗
争
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
当
時

大
隈
氏
の
支
配
し
て
い
た
政
治
的
事
情
は
薩
長
藩
関
係
者
の
企
業
に
対
し
比
較
的
冷
淡
で
あ
っ
た
た
め
、
長
藩
井
上
の
参
加
せ
る
事

業
も
思
う
如
く
進
歩
し
な
か
っ
た
」
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
原
は
そ
の
後
も
富
岡
製
糸
場
の
こ
と
は
あ
き
ら
め
ず
、
明
治
二
十
三
年
、
原
が
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
を
辞
し
た
と
き
に
も
、
同
伸

会
社
に
関
係
し
て
い
た
新
井
領
一
郎
、
河
瀬
秀
治
と
再
び
富
岡
製
糸
場
払
下
の
件
を
協
議
し
た
事
が
あ
っ
た
が
、
之
も
遂
に
成
就
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
、
速
水
堅
曹
の
場
合

　
富
岡
製
糸
所
は
明
治
五
年
十
月
、
尾
高
惇
忠
所
長
と
な
り
、
同
年
九
月
十
一
日
之
を
辞
す
る
に
及
ん
で
勧
業
権
大
属
山
田
令
行
が

所
長
心
得
と
し
て
補
佐
し
た
の
で
あ
る
が
、
尾
高
辞
任
の
間
接
的
原
因
は
、
速
水
堅
曹
が
八
年
三
月
内
務
省
へ
の
「
富
岡
製
糸
所
利
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害
得
失
に
関
す
る
調
査
報
告
書
し
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
「
富
岡
製
糸
所
現
在
ノ
景
況
」
な
る
復
命
判

に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
復
命
書
に
つ
い
て
の
べ
る
前
に
、
速
水
堅
曹
の
蚕
糸
業
に
お
け
る
先
覚
的
民
業
主
義
者
で
あ

る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
速
水
の
復
命
書
は
そ
れ
迄
に
再
度
発
表
さ
れ
た
「
生
糸
改
良
意
見
書
Ｌ

並
び
に
前
橋
製
糸
所
に
果
し
た
役
割
か
ら
帰
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ｍ
　
前
橋
製
糸
所
と
速
水

　
明
治
元
年
十
月
、
上
野
国
前
橋
藩
主
は
横
浜
生
糸
売
買
の
実
情
を
観
察
し
、
同
港
に
改
良
品
種
の
売
込
店
を
設
立
し
、
且
つ
欧
米

生
糸
業
の
実
情
を
探
求
の
た
め
、
藩
士
速
水
堅
曹
を
横
浜
に
出
張
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
当
時
奥
羽
戦
乱
の
後
を
う
け
て
人
心
胸
々

と
し
て
不
安
な
る
故
生
糸
事
業
等
に
つ
き
談
合
す
る
者
も
な
く
、
漸
く
同
港
病
院
医
松
山
不
苔
庵
（
旧
前
橋
藩
士
）
と
相
談
し
、
同

港
寺
島
知
事
に
よ
り
事
を
謀
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
前
橋
藩
主
は
横
浜
本
丁
二
丁
目
に
敷
島
屋
と
号
す
る
生
糸
売
込
店
を
開
設
し

た
。
更
に
二
年
五
月
速
水
は
陸
羽
両
国
の
生
糸
の
実
情
調
査
の
際
、
福
島
に
滞
在
し
、
製
造
及
び
売
買
の
情
況
を
探
り
、
商
人
を
し

て
数
十
箇
（
一
箇
九
貫
目
）
　
の
生
糸
を
買
わ
せ
、
之
を
横
浜
に
売
捌
き
そ
の
利
害
を
試
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
速
水
の
考
え
は
、

　
「
本
邦
生
糸
ノ
市
上
ニ
於
ケ
ル
趨
勢
恰
モ
国
家
経
済
ノ
首
要
ニ
位
ス
ル
者
ナ
ル
ニ
モ
不
拘
、
其
品
質
ノ
粗
雑
取
引
ノ
弊
害
見
ル
ニ
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

ビ
ザ
ル
ハ
蓋
シ
皇
国
ノ
失
点
ナ
リ
」
と
し
自
ら
横
浜
に
出
張
し
、
生
糸
の
利
害
得
失
を
調
査
、
売
買
の
状
況
、
品
質
の
精
粗
、
欧
米

需
要
の
模
範
に
つ
き
知
識
を
う
る
と
共
に
、
特
に
彼
我
の
生
糸
相
場
の
異
状
な
格
差
を
知
り
、
生
糸
改
良
の
企
図
に
決
心
を
固
め
、

欧
州
生
糸
製
造
法
を
探
索
し
て
い
た
。
偶
々
三
年
三
月
端
西
人
ミ
ユ
ｌ
ラ
を
知
り
、
前
橋
製
糸
所
に
四
ヵ
月
雇
入
れ
、
そ
の
間
、

「
速
水
ハ
練
習
ノ
短
キ
ヲ
以
テ
自
家
将
来
ノ
大
計
ヲ
画
策
ス
ル
ハ
普
通
ニ
シ
テ
及
ブ
者
ニ
非
ズ
ト
シ
、
昼
夜
ミ
ュ
ー
ラ
ノ
座
側
ニ
ア

ッ
テ
欧
州
製
糸
ノ
方
法
ヲ
探
求
尋
問
シ
而
テ
始
メ
テ
本
邦
製
糸
改
良
ノ
秘
術
ヲ
知
得
シ
吊
」
そ
の
後
、
自
力
経
営
に
よ
り
洋
式
器
械
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に
よ
る
生
糸
製
造
を
前
橋
に
よ
っ
て
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　
速
水
は
四
年
九
月
、
わ
が
国
で
前
橋
製
糸
場
の
経
過
の
方
法
書
、
規
則
お
よ
び
営
業
の
損
益
を
調
査
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業

の
損
益
得
失
を
調
査
し
、
製
糸
規
則
を
発
表
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
わ
が
国
初
め
て
の
事
で
あ
り
、
こ
の
損
益
得
失
の
調
査
は
後
年
の
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富
岡
批
判
に
連
な
る
端
緒
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
年
に
お
け
る
製
糸
場
の
計
画
は
前
表
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
之
に
依

れ
ば
一
ヵ
月
十
二
釜
の
一
人
当
り
益
金
は
洋
式
の
場
合
〇
・
七
四
両
、
日
本
式
の
場
合
〇
・
一
九
両
で
生
産
性
の
差
を
示
す
と
共

に
、
営
業
の
規
則
を
設
け
た
の
で
あ
心
。
然
し
乍
ら
こ
の
利
得
の
他
に
洋
式
の
欠
点
に
つ
い
て
厳
し
い
条
件
を
指
摘
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
点
は
速
水
の
四
年
八
月
の
「
生
糸
洋
製
処
伺
書
」
に
あ
り
「
：
：
：
利
益
ハ
業
ノ
大
小
ニ
関
係
仕
可
ク
而
シ
テ
毎
年
精
巧
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

依
テ
莫
大
ノ
利
益
モ
有
り
候
へ
共
是
迄
ノ
小
業
ニ
テ
ハ
利
益
ハ
勿
論
善
事
ヲ
勧
ム
ル
ニ
足
ラ
ス
」
と
し
て
規
模
を
拡
張
す
る
よ
う
政

府
に
伺
い
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
富
岡
製
糸
所
と
速
水

　
さ
て
、
明
治
六
年
十
一
月
、
松
方
租
税
権
頭
へ
の
「
生
糸
改
良
意
ら
」
は
国
内
に
お
け
る
一
般
人
民
の
製
糸
場
建
設
の
場
合
の
機

械
製
糸
の
創
業
の
困
難
な
点
を
あ
げ
、
富
岡
製
糸
所
が
未
だ
創
業
し
な
い
う
ち
に
器
械
製
糸
の
成
否
の
条
件
を
指
摘
し
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
地
理
ヲ
誤
レ
ハ
百
事
不
便
人
物
ヲ
得
サ
レ
ハ
規
則
紊
乱
位
不
当
ナ
レ
ハ
永
続
シ
難
ク
コ
ノ
件
ヲ
誤
ル
ト
キ
ハ
従

前
ノ
製
糸
ト
異
ラ
ス
西
洋
器
械
ノ
悪
名
ヲ
ウ
ケ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
Ｌ
と
し
、
当
時
、
商
人
は
結
社
し
、
富
商
独
立
し
て
製
糸
場
を
起
し
、

商
才
あ
る
も
の
を
し
て
製
糸
場
を
経
営
さ
せ
る
と
き
、
外
面
の
み
飾
り
立
て
内
部
経
営
を
乱
す
こ
と
と
な
る
点
、
更
に
、
一
般
人
民

は
結
社
の
経
験
資
力
も
少
な
い
為
、
政
府
が
援
助
す
べ
き
こ
と
を
の
べ
、
特
に
、
田
立
地
的
に
み
て
上
州
、
信
州
、
岩
磐
陸
羽
が
現

在
蚕
糸
の
最
大
産
地
な
る
故
、
豪
商
を
説
得
し
て
百
器
械
の
製
糸
場
を
三
箇
所
に
設
立
し
、
㈲
租
税
勧
業
課
に
有
能
な
人
物
を
選

び
、
地
方
の
勧
業
係
と
共
に
事
務
の
管
掌
を
行
わ
し
め
、
㈲
経
営
に
関
し
て
は
す
べ
て
在
勤
の
官
員
が
そ
の
他
の
人
民
を
使
役
し
㈲

一
箇
所
十
万
円
を
官
よ
り
貸
し
こ
の
金
を
委
任
商
人
に
貸
与
、
商
人
は
之
に
よ
り
て
元
繭
の
代
価
に
備
え
、
年
八
朱
一
六
朱
の
利
子

を
毎
月
本
社
に
収
め
、
本
社
は
之
に
て
経
費
に
あ
て
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
た
。
こ
の
製
糸
営
業
方
針
は
後
の
富
岡
製
糸
所
批
判
に
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通
づ
る
も
の
で
あ
り
、
民
営
に
基
づ
い
た
蚕
業
育
成
方
向
の
基
礎
が
こ
の
中
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
意
見
書
は
更
に
明
治
九
年
、
勧
業
頭
松
方
正
義
の
内
命
を
も
っ
た
速
水
が
「
生
糸
改
良
基
礎
ノ
意
見
書
」
を
復
命
し
た
の
で

　
叫あ
り
当
時
の
わ
が
国
蚕
糸
業
の
問
題
を
つ
く
も
の
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
…
…
今
生
糸
沸
騰
ノ
際
蚕
卵

売
買
ノ
時
ニ
於
ケ
ル
モ
如
斯
ノ
処
為
ア
リ
ト
無
智
ノ
小
民
ヲ
見
テ
走
ル
…
…
如
斯
ノ
形
勢
ニ
至
テ
上
ハ
強
権
ノ
策
ヲ
行
ッ
テ
下
ハ
浚

遁
ノ
情
ヲ
醸
シ
上
ヨ
リ
開
明
ノ
事
ヲ
施
サ
ル
モ
下
漠
ト
シ
テ
之
ニ
感
ス
ル
能
ハ
ス
ヤ
…
…
今
養
蚕
製
糸
ノ
二
物
ヲ
見
ル
ニ
輸
出
品
中

最
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
家
ノ
盛
衰
ニ
関
係
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
内
ハ
勧
誘
保
護
ノ
道
ヲ
尽
サ
セ
ラ
レ
更
ニ
間
然
ス
ル
所
ナ
キ
ガ
如
シ

ト
雖
モ
今
日
ニ
於
テ
成
ハ
道
ニ
シ
テ
紛
紜
ヲ
生
シ
或
ハ
不
及
ニ
シ
テ
進
歩
ノ
道
ニ
迷
フ
モ
ノ
ア
ル
カ
如
シ
…
…
今
般
御
改
正
ノ
際
小

官
（
速
水
）
ニ
於
テ
両
務
主
任
ノ
命
ヲ
受
ケ
若
事
拳
ラ
ス
ン
ハ
上
ヨ
リ
其
責
ヲ
免
レ
ス
若
シ
事
不
当
ハ
下
ヨ
リ
愁
言
ヲ
聞
ク
ニ
至
ル
痛

心
恐
櫂
…
・
：
仮
リ
ニ
生
糸
一
分
ニ
付
論
説
ヲ
設
ケ
謹
テ
閣
下
ノ
命
ヲ
乞
フ
」
と
し
、
蚕
糸
改
良
に
つ
き
特
に
民
間
会
社
を
設
立
し
て

官
の
勧
励
の
方
法
を
建
白
し
た
の
で
あ
。
そ
の
計
画
は
、
「
官
ノ
力
ヲ
以
テ
日
本
全
国
ニ
器
械
ヲ
建
立
シ
更
ニ
人
民
ニ
貸
与
シ
厚
ク

保
護
ヲ
加
へ
上
下
共
憤
発
勉
励
セ
ハ
忽
チ
上
製
ニ
可
至
乎
曰
決
シ
テ
然
ラ
ス
唯
漸
次
ノ
進
歩
ヲ
誘
導
ス
ル
ニ
ア
ル
ノ
ミ
如
何
ト
ナ
レ

ハ
斯
ニ
二
ツ
ノ
職
業
ア
リ
：
：
：
今
日
本
人
民
粗
製
好
ム
ニ
ア
ラ
ス
只
管
利
ニ
関
係
シ
上
製
ニ
ハ
却
テ
利
益
ノ
尠
ケ
レ
ハ
也
且
仮
令
器

械
ヲ
全
国
ニ
建
設
シ
百
方
官
ノ
尽
カ
ヲ
以
テ
勧
業
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
…
…
其
功
ア
ル
コ
ト
遠
カ
ラ
ン
」
と
し
、
粗
雑
な
製
品
が
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
、
資
金
の
欠
乏
、
人
民
の
姑
息
な
る
こ
と
の
た
め
、
各
県
に
生
糸
改
め
会
社
を
全
国
地
方
に
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
、

生
糸
精
製
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
上
州
、
信
州
、
岩
磐
陸
羽
の
三
地
方
に
本
社
を
置
き
、
右
三
ケ
所
の
本
社
は
官
に
て
保
護
し
一
切

官
行
同
様
に
見
做
し
て
資
本
金
は
一
箇
所
五
万
円
づ
つ
貸
子
、
誘
導
し
、
各
県
の
器
械
製
糸
所
は
従
前
の
手
繰
で
も
上
等
に
製
糸
す

る
も
の
は
組
合
に
加
人
さ
せ
漸
次
利
潤
を
得
さ
せ
ん
と
す
る
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
申
に
基
づ
き
松
方
勧
農
局
長
は
明
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治
十
年
内
務
卿
、
大
蔵
卿
宛
生
糸
製
造
勧
奨
に
つ
き
伺
い
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
一
連
の
意
見
が
富
岡
製
糸
所
批
判
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
松
方
卿
よ
り
の
下
命
に
復
命
し
た
も
の

で
、
富
岡
製
糸
所
の
損
失
の
原
因
に
つ
き
立
地
、
人
物
、
経
費
の
三
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

　
―
　
立
地
に
つ
い
て
は
、
「
三
方
高
山
邱
壑
、
道
路
未
ダ
開
ケ
ズ
、
加
フ
ル
ニ
村
落
寥
々
人
智
最
モ
幼
稚
ナ
リ
。
是
以
テ
百
事
ノ

不
便
ニ
シ
テ
男
女
工
ノ
惰
気
ヲ
生
ズ
」
と
し
て
い
る
。
「
改
良
意
見
書
」
に
て
は
上
州
富
岡
に
製
糸
場
を
設
く
る
点
を
あ
げ
て
い
る

の
で
矛
盾
す
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
蚕
糸
の
立
地
上
よ
り
上
州
を
推
し
こ
の
為
の
附
属
条
件
に
つ
い
て
反
対
を
唱
え
て
い
る
の
で
あ

り
、
何
等
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
の
人
物
の
能
力
よ
り
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
「
…
…
掛
官
員
ニ
於
ケ
ル
ヤ
、
官
ノ
規
則
ニ

縛
ラ
レ
区
々
タ
ル
文
書
面
ノ
往
復
ト
ー
己
ノ
保
護
ト
ニ
拘
泥
セ
ザ
ル
得
ズ
、
故
ニ
此
繁
劇
ニ
空
シ
ク
時
日
ヲ
送
り
国
家
ノ
大
利
ヲ
謀

ル
ニ
余
暇
無
シ
、
…
…
該
場
ノ
業
素
ヨ
リ
新
方
タ
ル
ヲ
以
テ
悉
皆
教
師
ノ
指
示
ニ
依
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
然
ル
ニ
其
教
師
ト
雖
モ
…
…

自
己
奉
職
ノ
名
儀
ヲ
失
セ
ザ
ラ
ン
事
ニ
ノ
ミ
着
眼
シ
敢
テ
理
財
上
ニ
関
セ
ザ
ル
ヲ
…
…
教
師
ニ
担
任
ノ
義
務
ナ
レ
バ
是
非
曖
昧
ニ
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

役
員
ニ
於
テ
断
然
夫
レ
ヲ
糺
ス
ヲ
得
ズ
、
是
非
損
失
ノ
起
ル
ー
端
ナ
リ
・
：
…
」
第
三
の
経
営
に
お
け
る
計
算
概
略
に
つ
い
て
は
次
表

の
如
く
、
こ
の
原
因
に
つ
き
、
田
元
繭
買
人
の
高
価
に
あ
り
、
こ
れ
は
多
数
の
生
繭
を
駈
引
無
く
買
取
る
こ
と
及
び
官
行
に
依
り
起

り
、
肺
第
二
に
一
日
一
人
繰
目
の
不
足
で
之
は
工
女
の
度
々
の
出
入
に
て
熟
練
す
る
も
の
少
な
き
為
、
卯
第
三
は
一
升
平
均
絲
目
の

不
足
で
工
女
の
未
熟
と
屑
物
を
分
外
に
出
す
こ
と
に
依
り
㈲
第
四
は
一
年
間
の
経
費
の
多
す
ぎ
る
原
因
を
官
行
と
土
地
の
不
便
に
あ

げ
て
い
る
。

　
速
水
堅
曹
の
富
岡
民
間
払
下
に
関
す
る
積
極
的
理
由
は
模
範
工
場
が
単
な
る
技
術
の
模
範
で
な
く
経
営
採
算
の
模
範
と
し
て
の
意

味
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
次
の
伊
藤
内
務
卿
と
の
十
一
年
に
お
け
る
問
答
の
抜
粋
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
速
水
・
私
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は
前
大
久
保
内
務
卿
に
建
議
し
た
如
く
速
か
に
民
業
に
移
し
て
、
然
る
べ
き
人
物
を
撰
ん
で
担
当
せ
し
む
る
が
得
策
と
信
ず
る
。
そ

の
者
に
欠
点
あ
れ
ば
小
官
は
出
張
し
て
保
護
監
督
に
尽
瘁
す
べ
し
。
若
し
然
る
べ
き
人
物
を
見
出
し
得
ざ
る
と
き
は
、
私
は
官
を
辞

し
奮
っ
て
こ
れ
に
当
る
べ
し
」
伊
藤
「
官
業
よ
り
民
業
に
移
す
よ
う
な
急
激
な
変
化
を
や
め
、
こ
の
侭
に
維
持
せ
ば
如
何
な
る
弊
害

を
来
す
べ
き
か
」
速
水
「
損
失
を
来
す
計
り
で
あ
る
」
伊
藤
「
政
府
が
勧
奨
の
た
め
に
す
る
業
な
れ
ば
多
少
の
損
失
は
や
む
を
得
ま
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い
」
速
水
「
決
し
て
然
ら
ず
。
世
間
誰
も
が
見
え
ず
聞
か
ず
の
業
な
ら
免
も
角
、
上
武
信
甲
の
中
央
に
立
ち
毎
戸
に
為
し
得
る
製
糸

業
の
模
範
な
れ
ば
、
人
民
の
着
目
す
る
所
は
唯
損
失
の
み
、
若
し
損
失
を
顧
り
み
な
い
と
あ
ら
ば
、
仮
令
加
何
程
の
精
品
を
産
出
す

る
も
誓
っ
て
人
民
此
業
に
拠
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
或
は
此
の
業
に
似
た
る
を
恐
れ
る
に
至
り
、
生
糸
の
改
善
普
及
ど
こ
ろ
か
在
来

の
業
ま
で
衰
え
ん
こ
と
を
恐
ら
」
と
し
た
。
十
二
年
三
月
速
水
は
富
岡
製
糸
所
長
と
な
‰
一
切
の
中
央
政
府
の
官
の
干
渉
を
排
斥
し

て
自
己
の
方
針
に
従
っ
て
経
営
に
当
っ
た
。
そ
の
間
前
田
正
名
と
富
岡
処
分
の
件
を
協
議
し
、
横
浜
に
同
伸
会
社
設
立
、
社
長
に
就

任
し
て
い
た
た
め
富
岡
を
や
め
十
八
年
再
び
富
岡
の
所
長
と
な
り
、
そ
の
間
の
営
業
収
支
損
益
調
は
次
瓦
の
如
く
で
あ
る
。
速
水
の

努
力
に
依
り
如
何
と
も
為
し
得
な
か
っ
た
事
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
速
水
堅
曹
は
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
「
…
…
又
会
計
上
を
詳
言
す
れ
ば
本
所
の
資
本
金
最
初
弐
拾
六
万
円
な
り
し
も
、
明
治
十
年
度
よ
り
弐
拾
万
円
に
減
じ
ら
れ
た

り
。
然
れ
ど
も
海
外
に
直
売
す
る
を
以
て
資
本
不
足
な
る
が
故
に
年
々
政
府
よ
り
別
に
拾
五
万
円
内
外
を
借
用
せ
し
も
、
堅
曹
聊
か

見
る
所
あ
っ
て
、
こ
の
別
途
の
借
用
金
を
悉
く
皆
返
納
し
、
特
別
の
詮
議
を
仰
で
民
業
同
様
正
金
銀
行
よ
り
荷
為
替
金
及
臨
時
借
入

金
の
許
可
を
得
、
至
当
の
金
利
を
払
い
以
て
必
至
の
尽
力
を
為
し
た
る
に
、
資
本
は
既
に
九
万
二
九
九
円
八
十
銭
四
厘
迄
に
欠
損
せ

し
も
、
借
人
金
を
以
て
之
を
補
い
、
明
治
十
五
年
度
よ
り
同
ニ
十
二
年
度
の
終
迄
に
払
出
し
た
る
金
利
は
積
て
一
万
三
六
七
二
円
八

七
銭
五
厘
に
及
び
、
此
他
同
年
度
内
に
納
附
し
た
る
輸
出
税
は
金
五
万
二
千
八
二
十
円
四
三
銭
二
厘
な
る
に
拘
ら
ず
、
終
に
今
日
（
二

十
二
年
度
）
に
及
ん
で
資
本
金
十
九
万
余
円
に
回
復
す
…
…
而
し
て
明
治
二
十
三
年
度
以
後
は
法
則
の
為
に
営
業
の
本
質
を
以
て
十

分
の
運
動
を
成
す
能
わ
ず
」
と
し
、
農
商
務
大
臣
に
宛
て
た
上
申
書
に
、
官
に
よ
る
煩
雑
な
法
律
手
続
が
自
己
の
経
営
方
針
と
相
反

す
る
点
を
の
べ
、
「
…
…
こ
の
法
律
（
作
業
会
計
法
）
の
束
縛
に
て
都
て
の
事
務
に
頗
る
手
数
と
日
子
を
費
し
、
実
際
は
事
務
の
為
の
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営業収支損益調

営
業
に
似
た
る
も
の
と
し
て
本
業
の
得
失
を
図
る
の
余
暇
な

く
折
角
今
日
の
場
合
迄
進
歩
せ
し
め
得
失
相
償
う
の
時
に
於

て
一
朝
法
則
の
た
め
に
挫
折
せ
ら
れ
余
分
の
費
用
を
要
す
る

は
止
む
を
得
ざ
る
も
、
小
官
の
如
き
法
実
相
反
す
る
の
中
間

に
立
ち
進
退
維
れ
谷
ま
れ
り
。
速
に
辞
職
を
ひ
願
他
に
適
当

の
後
任
者
を
御
選
拳
の
上
、
民
業
に
移
転
相
成
た
し
Ｌ
と
し

た
。
こ
の
民
間
払
下
の
理
由
は
特
に
、
経
営
的
規
準
と
な
ら

ん
で
、
官
業
の
事
務
的
能
率
規
準
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

点
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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